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ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
沖
で
す
。
私
は
、
イ
ー
ム

ル
工
業
と
い
う
水
力
発
電
専
業
の
水
車
メ
ー
カ
ー
で
、

50
年
間
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ー
ム
ル
工
業
の
設

立
を
お
話
す
れ
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

小
水
力
発
電
は
、
今
新
し
く
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

く
て
、65
年
前
に
１
人
の
男
が
小
水
力
発
電
を
考
え
て
、

国
に
働
き
掛
け
、
法
律
を
作
り
、
中
国
地
方
に
90
カ
所

の
事
業
用
の
小
水
力
発
電
所
を
造
っ
て
地
域
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
新
し
い
視
点
で
小
水
力
発

電
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
間
の
経
緯
を
私

は
部
下
と
し
て
見
て
き
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
た
小
水
力
発
電
が
ど
の
よ
う
な
形
で

展
開
し
て
き
た
か
を
お
話
し
ま
す
と
、
今
か
ら
65
年
前

の
昭
和
22
年
に
、
小
水
力
発
電
の
必
要
性
を
訴
え
て
、

そ
の
普
及
に
生
涯
を
捧
げ
る
男
が
お
り
ま
し
た
。
こ
の

人
は
「
織
田
史
郎
」
と
言
い
、
昭
和
21
年
、
50
歳
の
時

に
、
電
力
会
社
役
員
を
退
職
し
、
残
り
の
人
生
を
社
会

貢
献
に
尽
く
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
専
門
で
あ
っ
た

水
力
発
電
技
術
を
使
い
、
戦
後
の
電
力
不
足
解
消
と
農

村
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
地
域
経
営
の
全
量
売
電
式

の
小
水
力
発
電
所
を
考
案
し
、
昭
和
23
年
に
は
「
農
村

の
危
機
に
備
え
て
、
小
水
力
発
電
事
業
の
構
想
」「
農

業
電
化
及
小
工
業
に
適
す
る
小
水
力
発
電
」
を
、
そ
し

て
24
年
に
は
「
農
村
電
力
と
小
水
力
発
電
所
の
開
発
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
通
産
省
・
農
林
省
に
そ
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

当
時
は
、
戦
後
の
国
内
状
況
は
、
電
力
不
足
で
し
た
。

そ
こ
で
、
織
田
さ
ん
の
小
水
力
発
電
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
、昭
和
25
年
に
農
村
の
無
点
灯
地
域
解
消
の
も
と
、

全
国
で
16
カ
所
に
、
１
億
円
の
補
助
金
が
出
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
全
国
16
カ
所
の
う
ち
13
カ
所
は
織
田
さ

ん
が
計
画
し
た
中
国
地
方
５
県
の
全
量
売
電
方
式
で
農

村
地
域
経
営
の
小
水
力
発
電
所
で
し
た
。
他
の
地
方
で

は
３
カ
所
し
か
計
画
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
電
力
会

社
等
の
水
力
発
電
所
と
は
目
的
が
違
う
、
小
水
力
発
電

所
と
い
う
固
有
名
詞
が
使
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
か
ら

で
す
。

■�

織
田
史
郎
と
い
う
人

織
田
史
郎
さ
ん
（
写
真
︱
１
）
は
、
明
治
29
年
（
１

８
９
２
）
に
広
島
県
海
田
町
に
生
ま
れ
ま
し
て
、
大
正

３
年
（
１
９
１
４
）
に
今
で
い
う
工
業
高
校
に
技
術
者

に
な
ろ
う
と
入
っ
た
の
で
す
が
、
学
校
へ
行
っ
て
も
常

に
自
分
で
先
に
勉
強
し
て
い
っ
て
、
先
生
が
教
え
よ
う

と
思
っ
て
も
、
先
に
質
問
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
２
年
生
の
時
に
退
学
に
な
っ
た
。
結
局
、
自

分
は
電
気
屋
と
し
て
生
き
て
い
く
の
だ
か
ら
と
い
う
こ

と
で
国
家
試
験
を
受
け
て
、
そ
し
て
電
力
会
社
に
も
入

り
、
水
力
発
電
所
の
技
術
員
と
し
て
、
電
気
主
任
技
術

者
の
第
１
種
を
取
っ
て
か
ら
は
、
建
設
の
責
任
者
と
し

て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
12
年
に
は

理
事
（
取
締
役
）
に
な
り
、
21
年
に
筆
頭
理
事
で
中
国

写真―１　織田史郎氏

水
土
文
化
研
究
会
（
第
10
回
）
講
演

	

株
式
会
社
イ
ー
ム
ル
工
業
顧
問　

沖　
　

武
宏 

「	

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所
60
年
の
歴
史
に
学
ぶ	

」

平
成
24
年
度
土
地
改
良
建
設
協
会
研
修
会

農
村
に
お
け
る
水
車
の
果
た
し
た
役
割
と
今
後
の
展
開
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配
電
株
式
会
社
（
現
在
の
中
国
電
力
）
を
退
任
し
ま
し

た
。織

田
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
に
小
水
力
発
電
の
運
動
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
運
動
だ
け
で
は
発
電
所
が
出
来

な
い
の
で
、
小
水
力
発
電
の
コ
ン
サ
ル
業
務
と
、
水
車

発
電
機
設
備
を
製
造
す
る
イ
ー
ム
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｌ
）
工

業
と
い
う
小
水
力
発
電
専
業
の
会
社
を
設
立
し
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
30
年
に
電
源
開
発
功
労
者
と
し
て
黄

綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
の
織
田
さ
ん
の
10
歳
違
い
の
弟
が
日
本
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
史
上
初
め
て
金
メ
ダ
ル
（
ア
ム
ス
テ
ル
五
輪
）

を
取
っ
た
三
段
跳
び
の
織
田
幹
雄
さ
ん
で
す
。
今
日
の

話
に
直
接
関
係
し
な
い
の
で
す
が
、
織
田
さ
ん
を
知
っ

て
い
た
だ
く
意
味
で
、
お
話
し
し
ま
し
た
。

社
名
の
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｌ
、イ
ー
ム
ル
工
業
は
、Electric

（
電

気
）
と
、A

griculture

（
農
業
）
と
、M

achine

（
機

械
）
と
、L

ife

（
生
活
）、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た

生
活
向
上
を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
頭
文
字
を
発

音
し
や
す
い
よ
う
に
並
べ
た
も
の
で
す
。

イ
ー
ム
ル
工
業
は
、総
合
設
計
を
す
る
技
術
部
門
と
、

機
器
を
現
地
で
設
置
し
て
運
転
す
る
た
め
の
工
事
部
門

の
２
つ
を
主
体
に
会
社
を
設
立
し
た
の
で
す
が
、
重
電

機
メ
ー
カ
ー
に
発
注
し
て
い
た
機
器
が
、
急
激
な
価
格

高
騰
で
、
小
水
力
発
電
の
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
と
い

う
問
題
が
起
き
ま
し
た
。
織
田
さ
ん
は
、
水
車
に
つ
い

て
は
自
分
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
り
水
車
メ
ー
カ
ー
を
興
し
ま
し
た
。
そ
し
て
発

電
機
は
、
電
力
会
社
時
代
か
ら
親
し
か
っ
た
明
電
舎
の

重
宗
雄
三
社
長
（
当
時
は
参
議
院
議
員
）
に
協
力
を
願

い
、
明
電
舎
製
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

イ
ー
ム
ル
工
業
は
、
中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所
90

カ
所
の
う
ち
75
カ
所
に
納
入
し
、
全
国
で
は
現
在
ま
で

に
百
数
十
カ
所
へ
納
入
し
て
い
る
会
社
で
す
。

昭
和
27
年
に
、
農
山
漁
村
電
気
導
入
促
進
法
が
議
員

立
法
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
小
水
力
発
電
の
公
式

的
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
前
年
の
昭
和
26
年
に
電
力
再
編

で
９
電
力
会
社
に
よ
る
電
気
事
業
の
地
域
独
占
が
ス

タ
ー
ト
し
、
自
家
用
の
発
電
事
業
は
自
家
消
費
分
し
か

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
地
域

団
体
で
発
電
事
業
が
行
え
る
農
山
漁
村
電
気
導
入
促
進

法
で
、
小
水
力
発
電
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
電
気
の
供
給
が
十
分
で
な
い

地
域
に
電
気
の
導
入
を
図
り
、
生
産
力
の
増
大
と
生
活

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
発
電
事
業
者
を
認
定
す

る
も
の
で
す
。
法
律
の
概
要
で
す
が
、
発
電
所
の
建
設

資
金
で
あ
る
初
期
投
資
が
、
当
時
と
し
て
も
１
千
万
～

２
千
万
円
掛
か
り
ま
し
た
の
で
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
低
利
な
資
金
が
活
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
適
用
法

人
は
、
農
業
協
同
組
合
、
土
地
改
良
区
、
森
林
組
合
、

水
産
業
組
合
に
限
定
す
る
こ
と
、
た
だ
し
、
電
気
の
売

買
に
つ
い
て
は
電
気
事
業
者
（
電
力
会
社
）
に
協
議
を

求
め
、
電
気
事
業
者
に
不
当
な
負
担
を
課
さ
な
い
方
式

に
よ
る
売
電
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
電
気

の
な
い
地
域
に
電
気
を
必
要
と
す
る
発
電
を
行
い
、
売

電
が
目
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
後
売
電
方
式

の
小
水
力
発
電
が
、
他
の
地
域
で
は
行
え
な
か
っ
た
大

き
な
要
因
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
独
占
の
電

気
事
業
法
に
よ
り
、
卸
売
電
気
事
業
者
と
し
て
は
認
め

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
小
水
力
発
電
事
業
者
と
各
電
力

会
社
と
の
個
別
の
交
渉
と
な
り
、
各
電
力
会
社
は
余
剰

売
電
と
し
て
買
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
余
剰
売
電

を
買
う
こ
と
で
す
か
ら
、
コ
ス
ト
は
無
視
さ
れ
ま
す
。

中
国
電
力
の
み
が
、
織
田
さ
ん
の
力
で
売
電
価
格
に
発

電
原
価
を
認
め
て
も
ら
い
、
全
量
売
電
の
方
式
を
認
め

て
も
ら
っ
た
。
結
果
、
中
国
地
方
に
90
カ
所
の
小
水
力

発
電
が
成
立
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
織
田
さ
ん
は
昭
和
27
年
に
中
国
５
県
の
関

係
市
町
村
・
県
・
通
産
局
が
構
成
員
と
な
る
「
中
国
小

水
力
開
発
協
会
」
を
広
島
通
産
局
を
事
務
局
と
し
て
設

立
し
、
国
会
議
員
や
関
係
省
庁
へ
の
陳
情
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
所
関
係
を
外
し
て
、
農
協
と

関
係
市
町
村
に
よ
る
「
中
国
小
水
力
発
電
協
会
」
に
移

行
し
ま
し
た
。
当
時
全
24
発
電
所
の
24
事
業
者
が
加
盟

し
、
現
在
で
は
農
協
合
併
な
ど
に
よ
り
、
53
発
電
所
、

29
事
業
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所
が
60
年
間
継
続
し
て
い

る
の
は
、
全
事
業
者
が
協
会
に
加
盟
し
て
、
政
府
や
電

力
会
社
に
対
す
る
交
渉
窓
口
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協
会
の
一
番
大
き
な
仕
事

で
あ
る
売
電
価
格
の
変
更
は
、
各
事
業
者
の
各
発
電
所

の
発
電
原
価
を
２
年
ご
と
に
見
直
す
も
の
で
、
協
会
が
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一
括
し
て
中
国
電
力
と
交
渉
し
て
い
ま
す
。
各
発
電
所

の
発
電
原
価
は
、
協
会
が
窓
口
と
な
っ
て
交
渉
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

織
田
さ
ん
は
協
会
の
設
立
や
、
設
立
後
は
顧
問
と
し

て
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ー
ム
ル
工
業
は
賛
助
会
員

し
て
、
現
在
で
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
協
会
は
、
平
成

24
年
に
60
年
を
迎
え
、『
中
国
小
水
力
発
電
協
会
60
年

史
』
を
発
行
し
、
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

売
電
価
格
、
電
気
料
金
の
改
定
経
過
を
み
ま
す
と
、

昭
和
41
年
ま
で
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

昭
和
25
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
て
、
当
時
の
売
電
価

格
が
２
円
70
銭
／
kWh
で
、
昭
和
41
年
に
は
３
円
50
銭
位

で
、
こ
こ
ま
で
あ
ま
り
価
格
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
後
、
少
し
ず
つ
上
が
り
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
認
め
ら
れ
て
、
９
円
台
／
kWh
ま
で
よ
う
や

く
上
が
り
ま
し
た
。

■�

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所
90
カ
所
は
、
現
地
調
査

を
含
め
て
す
べ
て
織
田
さ
ん
が
設
計
し
ま
し
た
。
そ
し

て
昭
和
25
～
45
年
の
間
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
事
業
者
（
法
律
上
の
認
定
事
業
者
）
は
、
農

業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
が
一
番
多
く
、
次
が
農
協
合
併

時
に
財
産
で
あ
る
発
電
所
を
旧
農
協
の
側
に
残
し
て
発

電
所
を
運
営
し
て
い
る
電
化
農
協
、
そ
の
他
、
農
協
の

発
電
所
を
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る
も
の
が
数
カ
所
、

土
地
改
良
区
が
２
カ
所
で
す
。

小
水
力
発
電
所
の
発
電
規
模
は
、
原
則
と
し
て
渇
水

量
基
準
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
常
時
出
力
に
な

り
ま
す
。
発
電
規
模
１
０
０
kW
以
下
が
60
カ
所
で
、
最

小
が
40 

kW
で
す
。
１
０
０
～
２
０
０
kW
が
20
カ
所
、
２

０
０
kW
以
上
が
10
カ
所
で
、
最
大
が
４
５
０
kW
で
、
土

地
改
良
区
の
発
電
所
で
す
。

取
水
の
方
法
は
、
灌
漑
用
の
ダ
ム
を
利
用
す
る
も
の

が
１
カ
所
、
土
地
改
良
区
の
水
路
を
利
用
す
る
も
の
が

２
カ
所
、
そ
の
他
は
全
て
発
電
専
用
の
水
路
で
す
。
発

電
用
水
を
取
水
す
る
堰
堤
は
、
２
カ
所
が
砂
防
ダ
ム
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
堰
堤
は
、
全
て
発
電

専
用
の
堰
堤
で
す
。
こ
の
発
電
所
の
専
用
施
設
が
後
々

一
番
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
時
は
発

電
用
の
堰
堤
と
水
路
を
造
り
、
逆
に
灌
漑
用
水
へ
補
償

用
水
と
し
て
補
償
す
る
方
式
で
、
小
水
力
発
電
所
を
造

り
ま
し
た
。
昭
和
20
～
30
年
代
に
は
、
ま
だ
灌
漑
用
の

水
路
を
整
備
す
る
時
代
で
は
な
く
、
先
に
発
電
用
の
水

路
が
出
来
て
し
ま
い
、
そ
の
水
路
か
ら
灌
漑
用
水
を
取

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

水
量
は
最
小
が
０
･
２
ｔ
、最
大
が
５
･
６
ｔ
で
す
。

落
差
で
は
一
番
少
な
い
と
こ
ろ
が
12
ｍ
、
最
大
が
１
６

４
ｍ
。
水
路
の
長
さ
は
最
短
の
も
の
が
２
４
８
ｍ
、
最

長
の
も
の
が
４
･
８
㎞
。
水
車
と
発
電
機
の
種
類
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
と
誘
導
発
電
機
が
80
カ
所
で
、
誘
導

発
電
機
が
コ
ス
ト
も
安
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
楽
で
す

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
方
式
で
す
。

小
水
力
発
電
所
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
灌

漑
用
の
三
川
ダ
ム
の
維
持
放
流
を
利
用
し
た
ダ
ム
式
発

電
所
の
例
で
す

（
写
真
︱
２
）。

こ
れ
は
一
般
的

な
発
電
専
用
の
堰

堤
（
写
真
︱
３
）

で
す
が
、
建
設
当

初
は
魚
道
が
な

か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
、
魚

道
付
け
ま
し
た
。

一
般
的
な
発
電
機

（
写
真
︱
４
）
の

状
況
で
す
。
経
済

性
が
あ
る
発
電
所

で
は
自
動
除
塵
機

が
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

数
少
な
い
土
地

改
良
区
の
発
電

所
、
岡
山
県
の

香
々
美
川
土
地
改

良
区
の
５
４
０
kW

の
発
電
所
で
、
落

差
は
89
ｍ
で
す
。

鳥
取
県
の
天
神
野

土
地
改
良
区
の

90 

kW
の
発
電
所
の

写真―３　発電専用の堰堤 写真―２　三河ダム写真―４　発電機
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２
カ
所
し
か
土
地
改
良
区
の
発
電
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所
の
建
設
推
移（
図
︱
１
）

で
す
。
グ
ラ
フ
の
縦
線
が
合
計
出
力
（
kW
）
で
、
縦
線

上
の
カ
所
数
が
建
設
数
を
示
し
て
い
ま
す
。
25
年
に
は

２
カ
所
。
法
律
の
出
来
た
27
年
に
は
４
カ
所
。
翌
28
年

に
は
実
に
12
カ
所
も
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
29

年
８
カ
所
、
33
年
９
カ
所
の
他
は
、
２
～
４
カ
所
と
い

う
推
移
で
す
。
建
設
さ
れ
た
発
電
所
の
合
計
出
力
は
、

28
年
に
２
４
０
０
kW
で
す
が
、
以
降
は
多
く
て
も
１
０

０
０
kW
、
６
０
０
kW
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
総
出

力
は
１
万
２
２
０
０
kW
。
そ
の
後
廃
止
等
が
あ
り
ま
し

て
、
現
在
は
１
万
７
９
０
kW
が
稼
働
中
で
す
。

■�

小
水
力
発
電
所
建
設
の
効
果

小
水
力
発
電
所
の
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
説
明
し
ま

す
と
、
昭
和
20
年
代
後
半
～
30
年
代
前
半
は
、
昭
和
の

市
町
村
合
併
の
時
代
で
圧
倒
的
に
村
が
多
く
、
そ
こ
の

農
協
が
小
水
力
発
電
所
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
大

事
業
で
す
。
し
か
も
、
機
械
施
工
以
前
の
人
力
の
時
代

に
堰
堤
、
水
路
、
水
圧
管
路
、
発
電
所
の
大
き
な
建
設

工
事
を
、
短
い
と
こ
ろ
で
も
１
年
間
、
常
時
数
百
人
の

雇
用
が
発
生
し
ま
す
。
で
す
か
ら
農
業
だ
け
の
村
に
、

大
き
な
経
済
効
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

小
水
力
発
電
所
の
売
電
に
よ
る
経
済
効
果
は
、
昭
和

20
年
後
半
～
30
年
代
半
ば
は
、
売
電
単
価
が
kWh
当
た
り

平
均
３
円
位
で
、
仮
に
、
１
０
０
kW
の
小
水
力
発
電
所

で
は
、
年
間
１
０
０
万
円
の
純
利
益
が
出
て
、
農
協
活

動
を
通
じ
て
地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
万
円
の
当
時
の
価
値
は
、
農
協
職
員
の
給
料
が

月
５
千
円
位
で
し
た
。
発
電
所
の
勤
務
者
は
１
日
３
交

代
制
で
す
か
ら
農
業
や
商
売
と
の
兼
務
が
で
き
た
の

で
、
少
し
安
い
３
～
４
千
円
の
報
酬
を
設
定
で
き
ま
し

た
。
こ
の
時
代
に
１
０
０
万
円
の
純
利
益
が
出
る
と
い

う
こ
と
で
、
中
国
地
方
の
村
や
農
協
は
、
小
水
力
発
電

所
の
建
設
を
や
り
た
い
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

出
力
１
０
０
kW
で
１
０
０
万
円
の
利
益
を
単
純
試
算

し
ま
す
と
、
渇
水
量
基
準
で
の
設
計
で
す
か
ら
、
年
間

で
は
８
０
０
０
時
間
の
運
転
が
可
能
で
す
。
kWh
で
い
う

と
80
万
kWh
に
な
り
、
売
電
収
入
は
売
電
単
価
３
円
を
掛

け
る
と
２
４
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
総
建
設
費

を
１
５
０
０
万
円
と
す
る
と
、
償
却
を
20
年
と
し
て
75

万
円
ぐ
ら
い
が
償
却
に
当
た
る
。
運
営
費
が
金
利
４
％

を
入
れ
て
も
50
万
円
と
し
て
、
差
し
引
き
粗
利
益
が
１

年
に
１
０
０
万
円
以
上
に
な
る
。
１
０
０
kW
の
小
水
力

発
電
所
で
そ
れ
だ
け
の
利
益
が
出
る
の
で
、
農
協
や
農

村
に
大
き
な
経
済
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。
１
発
電
所
の
単

独
事
業
で
す
の
で
、
維
持
費
が
す
べ
て
発
電
原
価
に
含

ま
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
年
月
が
経
ち
、
施
設
が
老
朽
化

し
て
き
た
時
に
、
こ
の
維
持
費
問
題
が
大
き
く
の
し
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、水
路
や
発
電
所
の
敷
地
は
、

売
電
料
金
の
一
部
を
地
域
に
還
元
す
る
目
的
で
、
全
部

借
地
方
式
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
農
協
合
併
が
進
み
、

地
元
の
発
電
所
と
い
う
意
識
も
薄
れ
、世
代
も
変
わ
り
、

地
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
自
然
災
害
が
あ
り
ま
す
。
山
肌
に
沿
っ

て
水
路
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
台
風
や
大
雨
の
山

崩
れ
に
よ
る
水
路
崩
壊
も
あ
り
ま
し
た
。
土
木
設
備
に

対
し
て
は
保
険
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
の
災
害

支
援
し
か
頼
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
指
定
に
は

な
ら
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
発
電
所
の

図―１　小水力発電所の設置
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電
気
機
器
は
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一

の
時
に
は
保
険
が
適
用
で
き
ま
し
た
。

■�

小
水
力
発
電
開
発
運
動
を
全
国
に
展
開

織
田
史
郎
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
代
前
半
に
中
国
地
方

で
の
開
発
が
順
調
に
進
ん
だ
の
で
、
全
国
に
展
開
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
全
土
の
５
万
分
の
１
の
地
形

図
１
２
５
５
枚
を
購
入
し
、
自
ら
小
河
川
の
等
高
線
や

雨
量
を
調
べ
ま
し
て
、
発
電
所
の
適
正
場
所
で
の
発
生

電
力
と
投
資
金
額
を
試
算
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
を
基

に
、
自
費
で
開
発
可
能
地
点
の
現
地
調
査
を
行
い
、
地

方
団
体
に
Ｐ
Ｒ
し
賛
同
を
得
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
電

力
会
社
が
余
剰
売
電
と
し
か
認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
の

で
、
結
局
、
採
算
が
見
込
め
ず
未
達
成
に
終
わ
り
ま
し

た
。日

本
の
電
力
は
、
昔
か
ら
水
主
火
従
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
実
は
火
主
水
従
の
時
代
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
は
昭
和
30
年
中
期
か
ら
日
本
の
急
速
な

経
済
発
展
と
、
そ
し
て
電
力
消
費
の
急
増
に
伴
い
、
安

い
石
油
に
よ
る
大
型
石
油
火
力
発
電
が
技
術
的
に
開
発

さ
れ
て
、
大
幅
に
発
電
原
価
が
下
が
り
ま
し
た
。

当
時
、
原
油
は
１
バ
ー
レ
ル
６
ド
ル
で
、
そ
れ
に
よ

る
発
電
原
価
は
２
円
／
kWh
で
し
た
。
小
水
力
を
含
め
て

水
力
で
は
、
ど
う
や
っ
て
も
４
円
／
kWh
は
切
れ
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、石
油
火
力
発
電
は
半
分
の
価
格
で
す
。

で
す
か
ら
、
も
う
水
力
は
要
ら
な
い
、
日
本
は
石
油
で

い
く
と
、
変
わ
り
ま
し
た
。
水
力
発
電
は
火
力
に
比
べ

て
規
模
が
小
さ
く
、
コ
ス
ト
高
で
す
。
で
す
か
ら
電
力

業
界
で
は
水
力
発
電
無
用
論
ま
で
出
ま
し
た
。
小
水
力

発
電
も
平
均
コ
ス
ト
に
見
合
う
よ
う
査
定
さ
れ
ま
す
か

ら
、
地
域
開
発
の
売
電
単
価
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
昭

和
45
年
に
中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
の
建
設
は
止
ま
り

ま
し
た
。

織
田
さ
ん
は
、
小
水
力
発
電
の
コ
ス
ト
は
、
地
域
活

性
化
と
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
す
れ

ば
２
円
の
差
は
高
く
な
い
と
懸
命
に
説
い
て
回
っ
た
の

で
す
が
、
結
果
的
に
国
も
電
力
会
社
も
そ
れ
に
は
対
応

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
１
０
０
kW
未
満
の
小

水
力
発
電
は
採
算
が
合
わ
な
く
な
り
、
減
価
償
却
の
終

わ
っ
た
設
備
か
ら
老
朽
化
に
よ
る
廃
止
や
休
止
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ダ
ム
の
建
設
や
再
開
発
で
、

水
没
に
よ
る
廃
止
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
48
年
に
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
ま
し
た
。
ア
ラ

ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
原
油
価
格
が

急
騰
し
た
こ
と
で
、
国
内
電
力
の
中
心
で
あ
っ
た
石
油

火
力
発
電
か
ら
石
炭
火
力
発
電
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
時
に
水
力
発
電
へ
の
見
直
し
も
始
ま
り
ま
し

た
。
通
産
省
は
小
水
力
発
電
開
発
に
補
助
金
（
10
～

30
％
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
電
気
卸
事
業
者
で
あ
る
公

営
企
業
で
は
、
こ
れ
を
活
用
し
て
各
地
で
新
規
の
発
電

所
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
地
方
で
は
岡
山
県

や
島
根
県
に
お
い
て
、
県
営
の
小
水
力
発
電
所
が
数
多

く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
営
企
業
で
は
、
そ

れ
ま
で
に
発
電
規
模
が
数
万
kW
の
設
備
を
持
っ
て
い

て
、
減
価
償
却
も
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
比
較

的
発
電
コ
ス
ト
が
低
く
、
小
水
力
発
電
の
発
電
原
価
が

高
く
て
も
そ
の
原
価
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、公
営
企
業
に
よ
る
小
水
力
発
電
は
出
来
た
の
で
す
。

し
か
し
、
自
家
用
小
水
力
は
単
独
事
業
で
す
か
ら
、

余
剰
売
電
の
た
め
売
電
単
価
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ

て
も
４
～
６
円
程
度
と
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

新
規
開
発
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
農
林

省
の
補
助
金
（
50
～
70
％
）
の
適
用
を
受
け
た
土
地
改

良
区
で
は
、
建
設
が
少
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
環
境
対
策
と
し
て
小

水
力
が
、
１
０
０
０
kW
以
下
の
も
の
が
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
３
円
／

kWh
を
上
乗
せ
す
る
料
金
制
度
も
な
り
ま
し
た
の
で
、
大

体
９
円
ぐ
ら
い
に
は
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
１
０
０
kW
の
発
電
所
で
は
年
間
売
電
料
金

が
７
０
０
万
円
程
度
で
す
か
ら
、
老
朽
化
に
対
す
る
設

備
の
改
修
費
等
を
考
え
る
と
、
経
費
が
厳
し
い
実
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
、
複
数
の

発
電
所
を
経
営
す
る
場
合
に
は
、
発
電
事
業
と
し
て
十

分
成
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
合
併

時
に
、
発
電
農
協
に
し
た
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
の
コ
ス

ト
で
は
採
算
が
取
れ
に
く
く
、
厳
し
い
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■�

中
国
地
方
の
今
後
の
展
開

今
後
、
中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
は
ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
）
を
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適
用
す
る
場
合
に
は
、
現
状
の
水
路
・
発
電
施
設
で
最

低
限
水
車
発
電
機
と
電
気
設
備
を
取
り
換
え
れ
ば
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
半
の
既
存
の
発
電
所
は
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
た
め
、
機
器
更
新
の
計
画
が
今
進
ん
で
い
ま
す
。
貴

重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
新
た
な
地
域
貢
献
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

既
設
発
電
規
模
が
１
０
０
～
４
０
０
kW
で
、
投
資
額

が
１
億
５
千
万
～
３
億
円
の
場
合
、
売
電
単
価
が
、
２

０
０
kW
基
準
で
29
～
34
円
で
す
の
で
、
現
状
の
３
・
６

倍
以
上
の
売
電
単
価
で
す
の
で
、
10
年
程
度
で
償
却
可

能
と
な
り
ま
す
。
問
題
点
は
、
先
ほ
ど
の
専
用
水
路
の

問
題
で
、
水
圧
管
路
等
も
改
修
を
必
要
と
し
ま
す
と
費

用
が
さ
ら
に
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
20
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
20
年
後
に
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
小
水
力
発
電
所
工
事
が
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
な
い
と
い
う
問

題
で
し
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
仕
事
が
集
中
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
全
く
お
手
上
げ
状
態
で
す
。
大
量
の
仕

事
が
消
化
で
き
な
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
逆

に
メ
ー
カ
ー
側
は
今
ま
で
商
売
に
な
ら
な
い
と
い
っ
て

い
た
の
で
す
が
、今
度
は
商
売
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
メ
ー
カ
ー
の
新
規
参
入
が
急
増
し
、
入
り
乱

れ
て
の
売
り
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
電
所
は
家
電

と
は
違
い
、
売
っ
た
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ど
う
す
る

の
か
。
我
々
は
60
年
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
続
け
て
守
っ

て
き
ま
し
た
が
、
あ
る
製
品
が
安
い
と
い
っ
て
買
っ
た

の
は
い
い
が
、
長
期
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
保
証
は
ど
う

な
る
の
か
、
経
営
者
は
わ
か
っ
て
い
る
か
と
心
配
に
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
水
力
発
電
所
の
経
営
を
合
理
化
し
て
集

中
管
理
を
す
れ
ば
コ
ス
ト
も
下
が
る
の
で
す
が
、
事
業

者
が
地
域
単
位
で
異
な
る
た
め
、
そ
れ
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
電
化
農
協
は
発
電
所
だ
け
の

運
営
で
す
か
ら
、
大
き
な
投
資
が
で
き
る
事
業
体
で
は

な
く
、
更
新
投
資
も
で
き
ず
に
更
新
計
画
が
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
す
。

■�

新
規
開
発
の
可
能
性

小
水
力
発
電
の
新
規
開
発
の
地
点
と
し
て
は
、
中
国

地
方
に
は
織
田
史
郎
が
有
望
地
点
を
ほ
と
ん
ど
開
発
し

た
の
で
、新
し
い
地
点
は
少
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

廃
止
さ
れ
た
発
電
所
地
点
の
位
置
や
流
量
の
見
直
し
で

す
と
か
、
既
存
ダ
ム
で
の
維
持
放
流
や
利
水
の
活
用
が

計
画
さ
れ
て
、
何
カ
所
か
は
具
体
的
に
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
。
最
も
有
望
な
も
の
に
、
砂
防
堰
堤
が
た
く
さ

ん
出
来
ま
し
た
の
で
、
堰
堤
に
短
い
水
路
を
造
っ
て
発

電
で
き
な
い
か
と
い
う
検
討
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業

用
水
路
は
残
念
な
が
ら
規
模
が
小
さ
く
、
事
業
用
発
電

に
は
使
え
る
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
水
力
発
電
の
事
業
主
体
を
ど
こ
で
や
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
既
存
設
備
の
改
修
で
は
、
Ｊ

Ａ
は
新
た
な
も
の
は
難
し
い
。
市
町
村
で
は
、
第
３
セ

ク
タ
ー
に
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
頭
に
置
き
な

が
ら
、
地
点
調
査
は
今
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
営
を
ど
こ
が
す
る
か
は
、
ま
だ
考
え
ら
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
民
間
で
は
や
り
た
い
と
い
う
希
望
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
小
水
力
発
電
は
地
域
財
産
と
し
て
の

価
値
が
一
番
大
き
な
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、
民
間
企

業
が
や
る
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
は
、
適
正
な
維
持
が
で
き

れ
ば
60
年
以
上
建
設
当
初
と
変
わ
ら
ぬ
電
力
を
発
生
し

て
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を
証

明
し
て
ま
す
。
織
田
史
郎
さ
ん
の
考
案
し
た
小
水
力
発

電
は
、
理
念
も
正
し
く
、
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
が
変
わ
る
と
と
も
に
厳
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。そ
し
て
今
、

貴
重
な
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
び
認
め
ら
れ
る
時

代
が
来
ま
し
た
。
今
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
、
60
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
中
国
地
方

の
小
水
力
発
電
か
ら
学
び
、
新
た
な
出
発
と
し
て
も
ら

い
た
い
と
、
そ
の
よ
う
に
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
講
演
要
旨
は
広
報
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

株
式
会
社
イ
ー
ム
ル
工
業
顧
問
。
１
９
４
１
年
生

ま
れ
。
１
９
５
８
年
イ
ー
ム
ル
工
業
入
社
。
専
務

取
締
役
を
最
後
に
退
任
。
２
０
０
５
年
か
ら
顧
問

と
し
て
全
国
の
小
水
力
発
電
開
発
啓
蒙
に
取
り
組

む
。

沖
おき

　　武
たけ

宏
ひろ


